
編　集　後　記

　『放送大学研究年報』第16号をお届け致します。昨年と打っ

て変り、本号は論文13篇に加え研究ノート1篇、最近ではもっ

とも分厚い年報となりました。人文科学諸分野を中心に論題は

多彩で、本学専任教員とりわけ中堅各位の年余の研鐙成果の結

集を見る思いが致します。平年10年度は本学の核とも言うべき

放送授業の全国化第1年、その画期に相応しい1冊と申せまし
ょう。

　昨年度より収録論文要旨の形式を整えるほか、編集委員会で

は判型の拡大、レフェリー制・ネイティヴスピーカーによる欧

文要旨の校閲制・パソコンを活用する刊行方式などの導入につ

いて意見が交され、話題は学会専門誌と研究年報との関係如何

にも及びました。年報の充実発展のために論ずべき点は他にも

多々あると思われますが、とまれ放送授業の全国化に伴い、生

涯・遠隔教育において果すべき本学の役割への期待が高まるこ

とは、同時に本研究年報への注視の高まりをも意味するであり

ましょう。教員各位には、年報刊行に関し卒直な意見をお寄せ

下さるとともに、本年報を研究成果発表の場として一層活用さ

れることを望んでやみません。
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